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（注1）「オールナイト利用者数」は、平日（月～木曜日）１日において、深夜から朝まで通して利用する者（最低5時間

以上利用し、各店舗のオールナイト料金の対象となるような者）の数であり、単に深夜に利用して数時間滞在して

すぐに出て行く者を除く。年間を通じた平均的な数。
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第１部 調査の概要

第１章 調査目的

住居を失いインターネットカフェ・漫画喫茶等の店舗で寝泊まりしながら不安定就労に従

事する「住居喪失不安定就労者」等の実態を、店舗利用者に対する調査を通じて明らかに

する。

第２章 調査・集計方法

（「複合型喫茶店舗を利用する労働者の実態に関する調査」）１．概数調査

（１） 第１次調査

ア．調査対象 全国の24時間営業のインターネットカフェ・漫画喫茶等全店舗

（3,246店舗）の店長・店員等（有効回答数1,173店舗）

イ．調査手法 電話調査（(株)日本リサーチセンター）に対する委託）

ウ．調査項目 ①当該店舗における平日（月曜日～木曜日）１日あたりの平均的な

オールナイト利用者 概数、②①のうち週の半分以上利用する常
（注1）

連者概数

エ．調査時期 平成１９年６月上旬～中旬

（２） 第２次調査

ア．調査対象 第１次調査の対象店舗から、店舗の立地条件や地域を考慮して抽

出した146店舗のオールナイト利用者（回収調査サンプル数87店舗

・1,664人）

イ．調査手法 専門調査員が店舗を訪問して協力を依頼し、店舗がオールナイト

利用者に対して店内でアンケート用紙を配布・回収（(株)日本リサ

ーチセンターに対する委託）

ウ．調査項目 ①性別、②年齢、③オールナイト利用の頻度、④オールナイト利用

の理由（「住居がないため」を含む）、⑤ふだんの仕事の有無、⑥現

在の仕事の形態（「非正規労働者」等を含む）

エ．調査時期 平成１９年６月下旬～７月中旬

（３） 集計方法

「オー第１次調査で得られた「ネットカフェ等のオールナイト利用者（以下原則として

と表す。）の概数」に、第２次調査で得られた「オールナイト利用者にルナイト利用者」

占める住居喪失不安定就労者等（(2)ウの④と⑥をクロス集計）の割合」を乗ずることに

より、住居喪失不安定就労者等の概数を推計するなど、(株)日本リサーチセンターに

より集計。
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（「ネットカフェ等のオールナイト利用者アンケート」）２．生活・就業実態調査

ア．調査対象 東京23区内及び大阪市内のオールナイト利用者のうち、住居を失

っている者等（回収調査サンプル数東京300人・大阪62人・計362

人）

イ．調査手法 調査員（2人1組）による調査票に基づく個別面接調査（「東京ホー

ムレス就業支援事業推進協議会」及び「大阪ホームレス就業支援

センター運営協議会」（いずれも自治体、NPO、有識者等から構成）

に対する委託）

ウ．調査項目 ①住居喪失の理由・期間、②住居確保上の問題点、③求職活動状

況及び活動上の問題点、④求職活動及び住居確保に係る支援希

望の有無、⑤収入・支出状況、その他計29項目

エ．調査時期 平成１９年６月中旬～７月中旬（東京）、６月下旬～７月下旬（大阪）




